
『口承文芸研究』第 45号　2022年 3月 61

一
　
は
じ
め
に

二
〇
一
〇
〜
二
〇
年
代
に
お
け
る
韓
国
の
児
童
図
書
出
版
の
隆
盛
と
国

際
的
な
評
価
は
、
二
〇
二
〇
年
に
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
・
リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン
記

念
文
学
賞
を
受
賞
し
た
絵
本
作
家
の
ペ
ク
・
ヒ
ナ）

1
（

、
二
〇
一
六
年
国
際
ア

ン
デ
ル
セ
ン
賞
画
家
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、
韓
国
人
初
の
最
終
候
補
者

に
選
ば
れ
た
ス
ー
ジ
ー
・
リ
ー）

2
（

な
ど
の
活
躍
に
よ
っ
て
日
本
で
も
広
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ペ
ク
・
ヒ
ナ
も
ス
ー
ジ
ー
・
リ
ー

も
一
九
七
〇
年
代
生
ま
れ
の
女
性

で
、
両
者
と
も
に
韓
国
の
大
学
を
卒

業
し
た
後
、
英
米
の
大
学
で
ア
ー
ト

を
学
ん
だ
新
し
い
世
代
で
あ
り
、
民

主
化
以
降
の
現
代
韓
国
社
会
の
急
速

な
発
展
を
背
景
に
輩
出
さ
れ
た
新
し

い
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
で
あ
る
。

韓
国
の
児
童
図
書
出
版
に
対
す
る
世
界
的
な
評
価
は
、
二
〇
〇
〇
年
代

に
入
っ
て
か
ら
、
絵
本
の
分
野
に
お
い
て
、
ま
ず
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
、
あ

る
い
は
ア
ー
ト
ブ
ッ
ク
と
し
て
の
美
術
的
な
要
素
か
ら
頭
角
を
現
す
よ
う

に
な
っ
た
（
図
1
、
図
2
参
照
）。

今
や
国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
韓
国
の
絵
本
で
あ
る
が
、
そ
も

そ
も
現
代
的
な
絵
本
が
初
め
て
出
版
さ
れ
た
の
は
、
民
主
化
宣
言
が
行
わ

れ
た
一
九
八
七
年
の
翌
年
、
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た

一
九
八
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
韓
国
の
絵
本
の
歩
み
は
激
動
の
韓
国
現
代

史
に
お
け
る
民
主
主
義
の
発
展
の
歩
み
と
重
な
っ
て
い
る
。

民
族
が
南
北
に
分
断
さ
れ
、
軍
事
的
緊
張
状
態
が
あ
り
、
若
者
に
は
数

年
の
兵
役
義
務
が
あ
る
韓
国
。
日
本
で
は
、
戦
後
の
平
和
運
動
と
家
庭
文

庫
の
時
代
か
ら
半
世
紀
近
い
歴
史
を
経
て
よ
う
や
く
二
〇
〇
〇
年
に
国
立

子
ど
も
図
書
館
を
創
設
し
た
が
、
韓
国
で
は
日
本
の
す
ぐ
後
を
追
う
よ
う

に
二
〇
〇
六
年
に
国
立
オ
リ
ニ
青
少
年
図
書
館
を
開
設
さ
せ
た
。
オ
リ
ニ

【
第
七
八
回
研
究
例
会

　
中
近
東
・
韓
国
・
日
本
に
お
け
る
子
ど
も
に
手
渡
す
物
語
】

近
代
韓
国
児
童
文
学
の
開
拓
者
・
方
定
煥
と

現
代
韓
国
絵
本
の
開
拓
者
・
柳
在
守
の
共
通
点

― 

韓
国
の
児
童
図
書
出
版
に
お
け
る
個
の
尊
厳
と

　
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
―

大 

竹　
聖 

美

図1　アストリッド・リンドグレーン
記念文学賞賞受賞（2020年）：ペ
ク・ヒナ『天女銭湯』ブロンズ新社、
2016年

図2　国際アンデルセン賞画家賞最終候補
者に韓国人として初めて選ばれた：スー
ジー・リー『なみ』講談社、2009年
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と
は
純
粋
韓
国
語
で
子
ど
も
の
こ
と
で
あ
る
。
民
主
化
宣
言
か
ら
わ
ず
か

二
十
年
で
、
世
界
的
に
も
そ
う
多
く
は
な
い
子
ど
も
の
本
専
門
図
書
館
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
速
さ
と
原
動
力
は
ど
こ
に
あ
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
察
し
た
い
。

二
　 

日
本
統
治
下
の
民
族
意
識
と
児
童
雑
誌
創
刊
な
ら
び
に
初
め
て

の
『
世
界
名
作
童
話
集
』

韓
国
児
童
文
学
、あ
る
い
は
朝
鮮
近
代
児
童
文
化
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、

そ
の
起
点
に
は
方
定
煥
（
パ
ン
・
ジ
ョ
ン
フ
ァ
ン
／
방
정
환
、
一
八
九
九

〜
一
九
三
一
年
）
と
い
う
人
物
が
存
在
す
る
。
韓
国
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
、

韓
国
の
子
ど
も
の
父
な
ど
多
く
の
愛
称
で
呼
ば
れ
る
韓
国
児
童
文
学
の
創

始
者
で
あ
る
。

方
定
煥
は
、
朝
鮮
半
島
が
前
近
代
的
な
東
洋
の
秩
序
か
ら
、
近
代
の
世

界
地
図
へ
と
組
み
込
ま
れ
て
い
く
歴
史
的
な
大
転
換
期
を
生
き
た
人
物
で

あ
る
。
十
九
世
紀
末
、
朝
鮮
王
朝
末
期
の
大
韓
帝
国
時
代
に
王
宮
前
の
大

き
な
商
家
に
生
ま
れ
、
幼
い
こ
ろ
は
富
裕
商
人
の
長
男
と
し
て
大
切
に
育

て
ら
れ
た
が
、
王
朝
の
没
落
と
と
も
に
極
貧
を
味
わ
い
少
年
期
に
は
大
変

な
苦
学
を
し
て
い
る
。

方
定
煥
が
育
っ
た
一
九
〇
〇
年
代
朝
鮮
は
、
旧
態
依
然
と
し
た
儒
教
的

な
価
値
観
で
子
ど
も
の
人
格
を
抑
圧
す
る
よ
う
な
風
習
が
色
濃
か
っ
た
の

だ
が
、
方
定
煥
は
そ
う
し
た
時
代
の
特
性
の
中
、
父
親
の
代
か
ら
熱
心
に

信
奉
す
る
民
族
宗
教
団
体
（
東
学
／
天
道
教
）
が
従
来
の
体
制
に
反
発
す

る
中
で
興
し
た
人
権
思
想
を
背
景
に
、
古
い
価
値
観
か
ら
子
ど
も
た
ち
を

解
放
し
そ
の
尊
厳
を
守
ろ
う
と
す
る
運
動
に
目
覚
め
て
い
っ
た）

3
（

。

（
一
）
近
代
朝
鮮
に
生
ま
れ
た
児
童
人
権
意
識

方
定
煥
は
、
そ
の
当
時
、
新
し
い
概
念
と
し
て
子
ど
も
の
人
格
を
尊
重

し
た
「
オ
リ
ニ
（
幼
き
人
・
小
さ
い
人
）」
と
い
う
語
彙
を
確
立
さ
せ
た
。

子
ど
も
に
対
す
る
「
オ
リ
ニ
」
と
い
う
呼
称
は
、
方
定
煥
が
使
用
す
る
以

前
は
一
般
的
に
使
わ
れ
な
い
表
現
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
朝
鮮
社
会
で
は
、

お
年
寄
り
＝
ヌ
ル
グ
ニ
、
若
者
＝
チ
ョ
ル
ム
ニ
の
よ
う
に
、
大
人
た
ち
へ

の
敬
意
を
示
す
呼
称
は
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
＝
オ
リ
ニ
と
い
う
よ
う
な
幼

い
こ
と
自
体
を
尊
重
す
る
呼
称
も
な
く
、
そ
う
し
た
意
識
が
な
か
っ
た
。

子
ど
も
と
い
う
の
は
、
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
で
、
文
化
的
な
扱
い
を
受

け
る
価
値
の
な
い
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
児
童
の
人
権
に
対

す
る
語
彙
も
な
く
、
意
識
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
、「
オ
リ
ニ
」
と
い
う
語
彙
を
普
及
さ
せ
、
幼
い
人
々
の
尊
厳
や

固
有
の
価
値
（
い
わ
ゆ
る
童
心
主
義
）
を
見
出
し
、
新
し
い
文
化
運
動
と

し
て
朝
鮮
社
会
で
初
め
て
主
張
し
た
の
が
方
定
煥
で
あ
っ
た
。

国
民
の
祝
日
に
指
定
さ
れ
て
い
る
五
月
五
日
の
「
子
ど
も
の
日
（
オ
リ

ニ
ナ
ル
）」
を
創
設
し
た
の
も
方
定
煥
で
あ
り
、
そ
う
し
た
業
績
か
ら
、
ソ

ウ
ル
市
内
の
オ
リ
ニ
（
子
ど
も
）
大
公
園
に
は
方
定
煥
の
大
き
な
銅
像
が

立
て
ら
れ
て
い
る
（
図
3
）。
ま
た
、
子
ど
も
向
け
の
偉
人
伝
記
全
集
な
ど

で
は
現
在
も
欠
か
せ
な
い
存
在
で
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
国
民
に
敬
愛
さ
れ

る
人
物
で
あ
り
、
業
績
を
残
し
た）

4
（

。
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（
二
）
民
族
主
義
と
独
立
運
動

と
こ
ろ
で
、
こ
の
方
定
煥
と
韓
国
の
児
童
文
学
・
文
化
を
知
る
う
え
で
重

要
な
こ
と
は
、
方
定
煥
の
民
族
主
義
、
独
立
運
動
家
と
し
て
の
側
面
で
あ
る
。

方
定
煥
に
は
、
韓
国
の
近
代
史
に
お
け
る
最
重
要
事
項
の
一
つ
で
あ
る

一
九
一
九
年
三・一
独
立
運
動
に
参
加
し
た
志
士
と
し
て
の
側
面
が
あ
る
。

実
は
、
方
定
煥
は
、
三・一
独
立
運
動
を
主
導
し
た
民
族
代
表
の
な
か
で

も
特
に
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
天
道
教
教
主
孫
秉
熙
（
ソ
ン
・
ビ
ョ
ン
ヒ
）

の
娘
婿
と
し
て
孫
秉
熙
と
一
つ
屋
根
の
下
で
暮
ら
し
、
天
道
教
内
に
お
い

て
も
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
韓
国
児
童
文
学
の

出
発
点
の
思
想
的
背
景
を
理
解
し
、
現
代
に
も
続
く
韓
国
児
童
文
学
の
性

格
を
解
明
す
る
上
で
大
変
最
重
で
あ
る）

5
（

。

方
定
煥
は
、
一
九
三
一
年
に
齢
三
一
歳
で
人
々
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
夭

折
し
た
が
、
短
期
間
で
成
し
遂
げ
た
業
績
は
大
き
い
。
韓
国
初
の
本
格
的

児
童
文
芸
誌
『
オ
リ
ニ
』 

の
創
刊
（
一
九
二
三
年
三
月
、
開
闢
社
）
を
は

じ
め
、『
開
闢
』（
一
九
二
〇
年
六
月
、
開
闢
社
） 、『
新
女
性
』（
一
九
二
三

年
一
〇
月
、
開
闢
社
）
な
ど
の
近
代
朝
鮮
を
代
表
す
る
重
要
な
雑
誌
に
寄

稿
し
そ
の
編
集
に
関
わ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
雑
誌
は
す
べ
て
開
闢
社
か
ら
刊

行
さ
れ
て
お
り
、
開
闢
社
は
天
道
教
の
運
営
で
あ
る）

6
（

。

ま
た
、
方
定
煥
は
一
九
二
〇
年
〜
二
三
年
に
か
け
て
東
京
に
滞
在
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
、
表
向
き
は
開
闢
社
東
京
特
派
員
と
し
て
の
渡
日
で
、
実
際

に
『
開
闢
』
に
は
方
定
煥
が
東
京
で
執
筆
し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
雑
誌
に
取
材
記
事
を
送
り
な
が
ら
も
、
そ
の
裏
で
は
天
道
教
青
年

会
東
京
支
会
を
設
立
し
、
初
代
会
長
に
就
任
し
、
在
京
の
朝
鮮
人
留
学
生
た

ち
を
組
織
す
る
こ
と
に
奔
走
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、

一
九
一
九
年
の
三・一
独
立
運
動
以
降
、
朝
鮮
総
督
府
が
文
化
統
治
に
切
り

替
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
爆
発
的
に
増
え
た
東
京
の
朝
鮮
人
留
学
生
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
、
新
文
化
の
吸
収
と
同
時
に
朝
鮮
人
と
し
て
の
精
神
文
化
を
見
失

わ
ず
に
組
織
化
を
進
め
よ
う
と
し
た
天
道
教
の
民
族
主
義
的
で
独
立
運
動
的

な
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
般
的
に
、
こ
の
一
九
二
〇
年
〜
二
三
年
に
お
け
る
方
定
煥
の
東
京
滞
在

を
、
単
に
、「
東
京
留
学
」
と
呼
び
、
一
九
二
三
年
に
創
刊
さ
れ
た
朝
鮮
初

の
児
童
文
芸
誌
『
オ
リ
ニ
』
の
刊
行
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
方
定
煥
の
留
学
の

結
果
で
あ
っ
て
、
当
時
の
日
本
で
流
行
し
て
い
た
『
赤
い
鳥
』
な
ど
の
児
童

雑
誌
や
童
心
主
義
的
な
童
話
・
童
謡
ブ
ー
ム
を
移
植
し
た
も
の
で
あ
る
か
の

よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
現
在
で
も
韓
国
で
は
日
本
語
と
同
じ

「
童
話
」「
童
謡
」「
童
心
」
と
い
う
用
語
が
文
芸
上
の
重
要
な
タ
ー
ム
と
し

て
生
き
て
お
り
、
そ
う
し
た
大
正
期
の
日
本
で
流
行
し
た
近
代
の
文
芸
用
語

は
方
定
煥
の
時
代
か
ら
朝
鮮
で
も
使
用
さ
れ
始
め
た
も
の
で
あ
る
。

図3　ソウル・オリニ大公園にある
小波（ソパ）・方定煥像
（2017年3月大竹撮影）
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こ
う
し
た
現
象
は
、
韓
国
児
童
文
学
の
生
成
過
程
が
日
本
の
児
童
文
学

史
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、

上
述
し
た
通
り
、
方
定
煥
の
渡
日
は
単
な
る
留
学
で
は
な
か
っ
た
し
、
単

な
る
新
文
化
の
受
容
や
日
本
を
通
し
た
近
代
文
化
の
輸
入
と
い
う
こ
と
が

そ
の
本
質
で
は
な
か
っ
た）

7
（

。

（
三
）『
世
界
名
作
童
話
集
』
と
児
童
文
芸
誌
の
創
刊

と
は
い
え
、
一
九
二
〇
年
〜
二
三
年
の
渡
日
期
間
に
方
定
煥
が
行
っ
た

仕
事
の
な
か
で
も
一
般
的
に
良
く
知
ら
れ
て
い
て
、
特
に
韓
国
児
童
文
学

史
に
お
い
て
特
筆
さ
れ
て
い
る
の
は
『
世
界
名
作
童
話
集
』
の
刊
行
と
、

上
述
し
た
初
の
本
格
的
児
童
文
芸
誌
『
オ
リ
ニ
』
の
刊
行
で
あ
る
。

方
定
煥
は
一
九
二
〇
年
の
秋
に
渡
日
し
た
後
、
雑
誌
『
開
闢
』
に
記
事
を

書
き
、
天
道
教
青
年
会
東
京
支
会
を
設
立
し
た
。
そ
の
後
一
九
二
一
年
四
月

に
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
東
洋
大
学
専
門
部
文
化
学
科
に
一
期
生
と
し
て
入

学
す
る
。
東
洋
大
学
に
は
、「
朝
鮮
人
を
想
ふ
」（
一
九
一
九
年
五
月
に
『
読

売
新
聞
』
で
連
載
さ
れ
、
朝
鮮
で
は
一
九
二
〇
年
四
月
一
二
日
の
『
東
亜
日

報
』
に
朝
鮮
語
翻
訳
が
掲
載
さ
れ
た
）
で
有
名
な
朝
鮮
文
化
の
理
解
者
で
あ

る
柳
宗
悦
な
ど
著
名
な
文
化
人
教
授
が
多
く
在
籍
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
方

定
煥
は
東
洋
大
学
で
新
文
化
・
新
思
潮
に
大
い
に
触
れ
た
の
だ
と
推
測
さ
れ

て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
当
時
人
気
だ
っ
た
文
化
学
科
に
は
文
芸
研

究
会
が
あ
り
、
そ
の
講
師
の
ほ
と
ん
ど
が
児
童
文
学
関
係
者
だ
っ
た）

8
（

。

こ
う
し
て
方
定
煥
は
、
朝
鮮
人
留
学
生
が
爆
発
的
に
増
え
た
と
言
わ
れ

て
い
る
一
九
二
一
年
に
東
洋
大
学
に
入
学
し
、
そ
の
年
の
年
末
に
、
世
界

名
作
童
話
の
翻
案
集
で
あ
る
『
世
界
名
作
童
話
集　
愛
の
贈
り
物
（
사
랑

의 

성
물
）
9
（

）』
を
東
京
で
執
筆
し
て
前
書
き
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

虐
待
さ
れ
、
踏
み
に
じ
ら
れ
、
冷
た
く
、
暗
い
中
で

私
た
ち
の
よ
う
に
、
ま
た
、
育
ち
ゆ
く
、
か
わ
い
そ
う
な
幼
い
霊
た

ち
の
た
め
に
、

深
く
、
同
情
し
大
切
に
す
る
、
愛
の
初
め
て
の
贈
り
物
と
し
て
、

私
は
、
こ
の
本
を
編
み
ま
し
た
。

辛
酉
年
末
に
、
日
本
東
京
白
山
下
に
て　
ソ
パ
（
小
波
） 

（
大
竹
訳
）

「
日
本
東
京
白
山
下
に
て
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
一
九
二
二
年
七
月
に
京
城
・
開
闢
社
か
ら
全
文
ハ
ン
グ
ル
で

刊
行
さ
れ
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
十
版
を
重
ね
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、

多
く
の
人
に
読
ま
れ
た
。

ま
た
、
一
九
二
四
年
の
『
オ
リ
ニ
』
四
月
号
に
は
、
図
4
の
よ
う
な
広

告
が
掲
載
さ
れ
た
。
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

図4　『世界名作童話集　愛の贈
り物』広告文『オリニ』
1924年4月号
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こ
の
か
わ
い
ら
し
い
本
が
有
名
な
『
愛
の
贈
り
物
』
で
す

方
定
煥
氏
が
オ
リ
ニ
た
ち
の
た
め
に
翻
訳
さ
れ
た

＝
世
界
の
有
名
な
お
は
な
し
の
本
で
す
＝

こ
の
有
名
な
本
を
ま
だ
読
ん
で
い
な
い
の
な
ら
、
と
て
も
恥
ず
か
し

い
こ
と
で
す
。

こ
の
本
の
中
に
は
、
世
界
に
有
名
な
お
話
し
だ
け
が
十
も
載
せ
ら
れ
た
限

り
な
く
面
白
い
本
で
す
。
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
、
お

兄
さ
ん
、
誰
で
も
見
れ
ば
面
白
が
る
本
で
す
。
値
段
は
五
十
銭
、
送
料
は

十
三
銭
で
す
。
ぜ
ひ
買
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

京
城
慶
雲
洞

開
闢
社
出
版
部　
振
京
八
一
〇
六
番 

（
大
竹
訳
）

方
定
煥
に
よ
っ
て
朝
鮮
語
に
翻
案
さ
れ
た
世
界
名
作
と
は
、
イ
タ
リ
ア

（
ア
ミ
ー
チ
ス
「
ク
オ
レ
」）、
フ
ラ
ン
ス
（
ペ
ロ
ー
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」）、
イ

ギ
リ
ス
（
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
「
幸
せ
の
王
子
」）、
ド
イ
ツ
（
グ
リ
ム

「
い
ば
ら
姫
」）、
デ
ン
マ
ー
ク
（
ア
ン
デ
ル
セ
ン
「
薔
薇
の
花
の
精
」）、
イ

タ
リ
ア
（
シ
シ
リ
ー
の
昔
話
「
魔
王
ア
ゝ）

10
（

」）
な
ど
で
、
当
時
隆
盛
し
て
い

た
日
本
の
児
童
出
版
物
、
つ
ま
り
、
児
童
雑
誌
や
お
伽
噺
集
か
ら
の
翻
案

で
あ
る）

11
（

。

こ
の
よ
う
に
、
方
定
煥
が
東
京
滞
在
の
成
果
と
し
て
朝
鮮
の
子
ど
も
た

ち
に
最
初
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
の
が
、
こ
の
『
愛
の
贈
り
物
』
す
な
わ
ち
、

『
世
界
名
作
童
話
集
』
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
夭
逝
し
た
方
定
煥
が

残
し
た
唯
一
の
童
話
集
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
当
時
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り

多
く
の
人
に
読
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
現
在
も
韓
国
児
童
文
学
の
出
発

点
と
し
て
児
童
文
学
史
に
刻
ま
れ
る
世
界
名
作
童
話
の
翻
案
集
で
あ
る）

12
（

。

（
四
）
朝
鮮
古
来
童
話
募
集

し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
は
こ
の
『
世
界
名
作

童
話
集
』
で
は
な
い
。
こ
の
童
話
集
が
刊
行
さ
れ
た
一
九
二
二
年
七
月
に
、

『
開
闢
』
誌
に
お
い
て
、
方
定
煥
は
大
々
的
に
「
朝
鮮
古
来
童
話
募
集
」
の

広
告
（
図
5
）
を
出
し
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
方
定
煥
の
本
質
は
、

む
し
ろ
こ
の
「
朝
鮮
古
来
童
話
募
集
」
事
業
の
方
に
見
出
せ
る
と
考
え
る
。

図5　「朝鮮古来童話募集」『開闢』28号、1922年7月
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方
定
煥
は
、
日
本
で
目
に
し
た
世
界
名
作
童
話
集
や
美
し
い
童
話
・
童

謡
が
満
載
の
児
童
文
芸
雑
誌
に
触
発
さ
れ
つ
つ
も
、
朝
鮮
の
民
族
精
神
を

見
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
方
定
煥
は
、
抑
圧
さ
れ
た
民
族
性
、
人
間
性

の
解
放
、
つ
ま
り
天
道
教
の
教
理
を
よ
く
生
き
た
人
物
だ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

一
九
二
二
年
七
月
に
『
開
闢
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
「
朝
鮮
古
来
童
話
募

集
」
の
広
告
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。

　
ど
の
民
族
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
民
族
性
と
民
族
生
活
を
根
底
に
し
て
、

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
伝
説
と
民
謡
と
童
話
と
童
謡
が
あ
る
。
こ
の
伝
説
、

童
話
、
童
謡
は
そ
の
民
族
性
と
民
族
の
生
活
の
根
っ
こ
で
あ
っ
て
、
そ

こ
か
ら
流
れ
出
て
、
ま
た
そ
れ
が
そ
の
民
族
根
性
を
強
く
し
、
新
し
い

も
の
を
与
え
る
。
だ
か
ら
こ
の
あ
い
だ
に
は
無
限
に
循
環
す
る
相
生
の

関
係
が
あ
る
。
か
の
有
名
な
グ
リ
ム
兄
弟
の
童
話
は
ど
れ
ほ
ど
独
逸
国

民
に
強
勇
性
を
育
て
、
英
国
の
国
民
童
話
と
言
っ
て
も
よ
い
有
名
な
あ

の
悪
魔
退
治
の
三
大
童
話
は
ど
れ
ほ
ど
か
の
民
族
に
忍
耐
性
と
保
守
性

を
育
て
た
か
を
考
え
て
み
る
と
、
童
話
、
伝
説
の
力
の
偉
大
さ
を
再
度

感
じ
る
の
だ
。（
大
竹
訳
）（
広
告
「
朝
鮮
古
来
童
話
募
集
」『
開
闢
』

二
八
号
、
一
九
二
二
年
七
月
）

方
定
煥
が
重
要
視
し
、
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
の
は
、「
民
族
性
」
と

「
民
族
の
生
活
」
で
あ
る
。
伝
説
、
童
話
、
童
謡
は
、
民
族
性
と
民
族
生
活

の
根
っ
こ
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
力
の
偉
大
さ
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
兄
弟
よ
、
我
々
は
今
、
何
か
そ
の
よ
う
な
も
の
を

持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
我
々
は
と
も
か
く
我
々
の
前
に
新
し
く
生
長

す
る
新
し
い
民
族
に
、
育
て
て
や
る
べ
き
何
か
を
我
々
が
持
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
ほ
か
の
何
も
の
と
も
比
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
高
尚
な

朝
鮮
古
来
の
童
話
と
童
謡
は
こ
れ
を
留
意
す
る
者
が
い
な
い
か
ら
、
い

つ
の
ま
に
か
分
か
ら
な
い
う
ち
に
埋
も
れ
て
し
ま
い
、
京
郷
の
新
し
い

民
族
は
歌
う
と
き
は
「
モ
シ
モ
シ
カ
メ
ヨ
」
だ
し
、
あ
る
い
は
浦
島
太

郎
、
桃
太
郎
だ
。
あ
あ
兄
弟
よ
。
こ
の
こ
と
を
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
け

ば
我
々
の
明
日
は
ど
う
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。 

（
大
竹
訳
）（
同
上
）

こ
こ
で
「
童
話
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
昔
話
の
こ
と
で
あ
る
。

当
時
、
日
本
で
は
高
木
敏
雄
が
活
躍
し
て
お
り
、『
童
話
の
研
究
』

（
一
九
一
六
年
）
で
昔
話
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
方
定
煥
も
一
九
二
三

年
に
「
新
し
く
開
拓
さ
れ
る
『
童
話
』
に
関
し
て
」
と
い
う
論
考
を
『
開

闢
』（
一
九
二
三
年
一
月
号
）
に
発
表
し
て
お
り
、
こ
れ
は
朝
鮮
初
の
童
話

論
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
明
ら
か
に
高
木

の
童
話
論
（
昔
話
論
）
か
ら
引
い
た
記
述
が
含
ま
れ
て
い
る）

13
（

。

方
定
煥
は
一
九
二
二
年
の
「
朝
鮮
古
来
童
話
募
集
」
で
は
、「
童
話
」
の

用
語
を
高
木
敏
雄
に
倣
っ
て
昔
話
を
指
し
て
使
用
し
、
さ
ら
に
「
古
来
童

話
」
と
表
現
し
な
が
ら
昔
話
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
一
九
二
三
年

に
発
表
し
た
「
新
し
く
開
拓
さ
れ
る
『
童
話
』
に
関
し
て
」
で
は
、
小
川

未
明
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
「
童
話
芸
術
」
を
論
じ
て
お
り
、「
童
話
」

の
指
す
範
囲
を
広
げ
た
。
つ
ま
り
、
高
木
に
よ
る
昔
話
と
し
て
の
「
童
話
」
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か
ら
、
小
川
未
明
の
童
心
芸
術
と
し
て
の
「
童
話
」
に
シ
フ
ト
し
て
い
っ

て
い
る
。「
新
し
く
開
拓
さ
れ
る
『
童
話
』
に
関
し
て
」
は
朝
鮮
初
の
童
話

芸
術
論
と
見
な
さ
れ
、
現
在
も
な
お
韓
国
で
盛
ん
な
童
謡
・
童
詩
芸
術
論

の
出
発
点
と
な
っ
た
論
考
と
い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
韓
国
で
は
、
現
在
も
な
お
「
伝
来
童
話
」
と
い
う
表

現
で
昔
話
を
呼
ぶ
習
慣
が
残
っ
て
お
り
、
現
代
の
作
家
が
書
く
童
心
芸
術

と
し
て
の
童
話
は
「
創
作
童
話
」
と
明
示
し
て
区
別
す
る
場
合
が
多
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
韓
国
で
は
、
近
代
に
お
い
て
方
定
煥
が
昔
話
の
こ
と

を
「
古
来
童
話
」
と
呼
び
、
現
代
に
お
い
て
も
「
伝
来
童
話
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
よ
う
に
、
昔
話
は
童
話
の
起
源
で
あ
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

で
あ
る
と
み
な
さ
れ
、
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
韓
国
児
童
文
学

に
お
け
る
童
話
の
正
統
性
と
い
う
も
の
は
、
こ
う
し
た
歴
史
的
経
緯
か
ら
、

民
族
性
が
発
揮
さ
れ
、
民
族
生
活
の
根
っ
こ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
が
問

わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
方
定
煥
は
、
日
本
の
統
治
が
始
ま
っ
て
十
年
が
経
過

し
た
一
九
二
〇
年
代
に
お
い
て
、
朝
鮮
の
子
ど
も
た
ち
が
、
朝
鮮
の
昔
話

で
は
な
く
、
浦
島
太
郎
や
桃
太
郎
に
親
し
ん
で
い
る
状
況
に
、「
我
々
の
明

日
は
ど
う
な
る
こ
と
だ
ろ
う
」
と
危
機
感
を
抱
い
た
。
そ
こ
で
、
方
定
煥

が
始
め
た
の
が
、「
朝
鮮
古
来
童
話
募
集
」
の
「
大
仕
事
」
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
広
告
文
の
最
後
は
、
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
切
実
に
感
じ
る
の
で
、
我
々
は
微
力
で
は
あ
る
が
民
族

思
想
の
源
泉
で
あ
る
童
話
文
学
の
復
興
の
た
め
に
各
地
に
な
が
ら
く

埋
も
れ
て
い
る
朝
鮮
古
来
の
童
話
の
掘
り
起
こ
し
に
着
手
し
て
、
大

仕
事
を
実
現
す
る
た
め
に
地
方
の
兄
弟
の
力
を
借
り
る
た
め
に
懸
賞

募
集
と
い
う
形
式
を
借
り
て
こ
れ
を
広
く
告
げ
志
の
あ
る
兄
弟
は
他

の
類
の
懸
賞
と
同
視
し
な
い
で
こ
の
価
値
の
あ
る
仕
事
に
力
を
貸
し

て
ほ
し
い
。（
大
竹
訳
）（
広
告
「
朝
鮮
古
来
童
話
募
集
」『
開
闢
』

二
八
号
、
一
九
二
二
年
七
月
）

「
民
族
思
想
の
源
泉
」
の
復
興
、
ま
さ
に
こ
れ
が
、
現
在
ま
で
続
く
韓
国

児
童
文
学
・
児
童
図
書
出
版
の
原
点
で
あ
り
、
近
代
朝
鮮
児
童
文
化
の
本

質
で
あ
る
。

三
　
現
代
韓
国
児
童
図
書
出
版
の
原
点

さ
て
、
次
に
、
韓
国
児
童
文
学
の
出
発
点
で
あ
っ
た
近
代
の
精
神
が
、
い

か
に
現
在
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
見
て
み
た
い
。

本
稿
第
一
節
は
じ
め
に
で
触
れ
た
と
お
り
、
現
代
的
な
児
童
図
書
出
版

物
と
し
て
の
条
件
と
も
い
え
る
、
単
行
本
の
創
作
絵
本
が
韓
国
社
会
に
初

め
て
登
場
し
た
の
は
一
九
八
八
年
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

ま
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
書
店
で
絵
本
を
自
由
に
手
に
取
っ
て
一
冊
一
冊

選
ん
で
購
入
す
る
、
い
わ
ゆ
る
単
行
本
の
絵
本
を
出
版
す
る
流
通
シ
ス
テ

ム
が
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
児
童
図
書
出
版
と
い
え
ば
、『
少
年
少
女

世
界
文
学
全
集
』
と
い
っ
た
数
十
冊
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
全
集
物
を
訪
問

販
売
員
が
各
家
庭
を
売
り
歩
い
た
の
が
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代

ま
で
続
い
た
韓
国
の
出
版
文
化
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
で
も
昭
和
の
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書
籍
販
売
に
同
様
の
方
式
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
韓
国
で
は
そ

れ
が
す
べ
て
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

実
は
、
こ
う
し
た
数
十
冊
を
セ
ッ
ト
に
し
た
販
売
形
式
は
、
一
九
九
〇

年
代
以
降
、
現
在
も
続
く
韓
国
の
児
童
図
書
出
版
文
化
を
支
え
る
主
流
の

在
り
方
で
あ
る
。
訪
問
販
売
か
ら
ネ
ッ
ト
通
販
へ
と
販
売
方
法
は
変
化
し

た
が
、
子
ど
も
用
の
本
が
セ
ッ
ト
で
大
量
に
購
入
さ
れ
て
い
る
様
子
は
変

わ
り
な
い
。
各
家
庭
に
は
子
ど
も
部
屋
が
あ
り
、
子
ど
も
部
屋
に
は
立
派

な
本
棚
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
大
き
な
箱
詰
め
セ
ッ
ト
で
買
い
そ
ろ
え
ら

れ
た
美
し
い
絵
本
シ
リ
ー
ズ
が
並
ん
で
い
る
。
二
〇
一
九
年
に
公
開
さ
れ
、

カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
や
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
な
ど
数
々
の
国
際
的
な
賞
を
受
賞

し
た
韓
国
映
画
『
パ
ラ
サ
イ
ト
』（
ポ
ン
・
ジ
ュ
ノ
監
督
）
で
も
、
お
金
持

ち
の
家
の
子
ど
も
部
屋
に
背
表
紙
の
そ
ろ
っ
た
色
と
り
ど
り
の
絵
本
シ

リ
ー
ズ
が
並
ん
で
い
る
シ
ー
ン
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
単
行
本
創
作
絵
本
が
出
版
さ
れ
、
書
店
に
並
ん
だ

と
い
う
の
は
画
期
的
な
こ
と
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
作
家
の
創
作
が
尊
重
さ

れ
た
作
品
性
の
高
い
児
童
出
版
美
術
と
い
う
概
念
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
八
八
年
は
、
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
年
で
あ
り
、
近
代
以

降
の
過
酷
な
歴
史
（
植
民
地
時
代
、
朝
鮮
戦
争
、
分
断
国
家
）
を
経
て
、

韓
国
が
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
文
化
的
に
も
国
際
社
会
の
表
舞
台
に
立

つ
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
年
で
あ
る
。
前
年
の
一
九
八
七
年
に

は
民
主
化
も
宣
言
さ
れ
た
。
夜
間
通
行
禁
止
令
が
全
面
的
に
解
除
さ
れ
た

の
も
一
九
八
八
年
で
あ
っ
た
か
ら
、
民
主
主
義
と
自
由
、
そ
し
て
平
和
が

あ
っ
て
こ
そ
の
絵
本
出
版
と
い
う
も
の
を
ま
さ
に
身
を
も
っ
て
示
し
て
い

る
の
が
韓
国
の
絵
本
で
あ

る
。そ

の
初
の
単
行
本
創
作
絵

本
が
、
柳
在
守
）
14
（

『
白
頭
山
物

語
』（
ソ
ウ
ル
：
ト
ン
ナ
ム

出
版
社
、
一
九
八
八
年
四

月
）
で
あ
る
。
日
本
で
は
、

初
め
て
翻
訳
紹
介
さ
れ
る
現

代
韓
国
創
作
絵
本
と
し
て
一

九
九
〇
年
に
出
版
さ
れ
た）

15
（

（
図
6
）。

白
頭
山
は
、
中
国
東
北
部
の
吉
林
省
と
北
朝
鮮
の
境
界
に
あ
る
山
で
、

植
民
地
時
代
に
は
抗
日
パ
ル
チ
ザ
ン
が
活
動
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
現

在
で
は
、
民
族
独
立
の
聖
地
で
あ
り
、
分
断
さ
れ
た
民
族
の
統
一
に
向
け

た
祈
り
が
向
か
う
場
所
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
朝
鮮
の
精
神
文
化
の
象
徴

で
あ
る
白
頭
山
の
物
語
が
、
現
代
韓
国
創
作
絵
本
の
嚆
矢
で
あ
っ
た
こ
と

は
非
常
に
意
味
深
い
。

本
作
品
の
物
語
は
、
周
辺
民
族
の
侵
略
の
歴
史
を
善
と
悪
の
戦
い
と
し

て
描
き
、
朝
鮮
の
民
が
暮
ら
す
土
地
は
神
が
眠
る
山
々
の
気
脈
に
抱
き
守

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
描
い
た
、
あ
た
か
も
建
国
神
話
の
よ
う
な
ス
ケ
ー
ル

が
あ
る
。
こ
の
絵
本
の
最
終
章
で
は
、
白
頭
山
を
仰
ぎ
黙
想
す
る
農
民
た

ち
の
姿
が
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

図6　リュウ・チェスウ『山になった巨人　
白頭山ものがたり』福音館書店、1990年
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朝
鮮
の
ひ
と
び
と
は
、
は
た
ら
く
と
き
も
、
ね
む
る
と
き
も
、
い
つ

も
、
白
頭
山
の
こ
と
を
お
も
い
ま
し
た
。

い
つ
の
ま
に
か
、
ひ
と
び
と
の
む
ね
の
な
か
に
、
白
頭
山
に
こ
も
っ

て
い
る
い
の
ち
の
気
が
、
し
っ
か
り
と
、
ね
を
は
り
は
じ
め
ま
し
た
。

朝
鮮
の
ひ
と
び
と
は
、
こ
の
国
に
わ
ざ
わ
い
が
く
る
と
き
、
あ
の
白

頭
山
が
、
ふ
た
た
び
め
ざ
め
る
こ
と
を
、
か
た
く
し
ん
じ
て
い
ま
す
。

（
リ
ュ
ウ
・
チ
ェ
ス
ウ
作
・
絵
、
イ
・
サ
ン
ク
ム
／
ま
つ
い
た
だ
し
共

訳
『
山
に
な
っ
た
巨
人　
白
頭
山
も
の
が
た
り
』
福
音
館
書
店
）

悪
の
侵
略
に
屈
せ
ず
、
善
な
る
民
の
安
寧
な
生
活
を
民
族
精
神
の
気
力

漲
る
白
頭
山
に
祈
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
民
族
思
想
の
源
泉
」
が
、
こ

の
絵
本
に
よ
っ
て
賛
美
さ
れ
て
い
る
。

近
代
の
方
定
煥
は
、
前
近
代
的
な
意
識
か
ら
の
人
権
解
放
と
、
植
民
地

支
配
か
ら
の
民
族
解
放
を
、「
民
族
思
想
の
源
泉
」
と
し
て
の
童
話
（
昔
話
）

の
復
興
を
通
し
て
叫
ん
だ
の
だ
が
、
民
主
化
し
た
現
代
の
出
発
点
に
お
い

て
出
版
さ
れ
た
『
白
頭
山
物
語
』
も
、
同
じ
よ
う
に
「
民
族
精
神
の
源
泉
」

た
る
神
話
の
創
造
に
よ
っ
て
、
民
主
主
義
と
、
国
家
の
統
一
、
民
族
の
自

立
を
叫
ん
だ
の
だ
と
い
え
る
。

近
代
か
ら
の
、
こ
の
一
貫
し
た
民
族
主
義
が
脈
々
と
生
き
て
い
る
こ
と
。

こ
の
こ
と
こ
そ
、
現
在
、
世
界
的
な
高
い
評
価
を
得
る
ま
で
に
成
長
し
た

韓
国
の
児
童
図
書
出
版
文
化
の
底
力
だ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
白
頭
山
物
語
』
を
刊
行
し
た
出
版
社
は
、
著
名
な
哲
学
者
キ
ム
・
ヨ
ン

オ
ク
（
金
容
沃
）
16
（

）
の
哲
学
書
専
門
の
出
版
社
で
あ
る
。
当
時
の
社
会
状
況

で
は
、
こ
の
よ
う
な
美
術
書
と
も
思
想
書
と
も
い
え
る
豪
華
な
単
行
本
絵

本
を
児
童
書
出
版
社
か
ら
出
版
で
き
る
状
況
は
な
か
っ
た）

17
（

。
児
童
書
と
い

え
ば
、
娯
楽
か
教
育
の
目
的
の
た
め
に
消
費
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
し
、
作

品
性
の
高
い
著
作
物
を
出
版
で
き
る
社
会
的
条
件
は
整
っ
て
お
ら
ず
、
著

作
権
保
護
の
国
際
的
な
条
約
で
あ
る
ベ
ル
ヌ
条
約
に
韓
国
が
加
盟
し
た
の

も
一
九
九
六
年
の
こ
と
で
あ
る）

18
（

。
よ
う
や
く
民
主
化
宣
言
が
な
さ
れ
た
ば

か
り
の
韓
国
で
、
児
童
書
の
著
作
権
に
対
す
る
認
識
な
ど
は
ま
だ
ま
だ
先

の
話
だ
っ
た
と
い
え
る
。

と
も
か
く
、「
民
族
思
想
の
源
泉
」
の
復
興
と
い
う
志
を
も
っ
て
、
韓
国
の

現
代
絵
本
は
拓
か
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。『
白
頭
山
物
語
』
を
出
版
し
た
キ
ム・

ヨ
ン
オ
ク
の
出
版
社
名
は
ト
ン
ナ
ム
と
い
い
、
丸
太
を
意
味
す
る
。
そ
の
名

が
示
す
よ
う
に
、『
白
頭
山
物
語
』
に
は
、
朝
鮮
の
歴
史
的
民
族
的
集
合
無
意

識
ま
で
深
く
根
を
張
っ
て
倒
れ
な
い
大
木
の
風
格
が
漲
っ
て
い
る
。

四
　
お
わ
り
に

近
代
朝
鮮
に
お
け
る
子
ど
も
の
文
化
と
人
権
運
動
の
開
拓
者
で
あ
っ
た

方
定
煥
は
、
民
族
宗
教
で
あ
る
天
道
教
の
重
要
人
物
で
あ
っ
た
。
天
道
教

は
、
朝
鮮
王
朝
末
期
に
農
民
革
命
を
起
こ
し
た
東
学
が
そ
の
前
身
で
、
万

人
平
等
の
民
衆
運
動
が
そ
の
核
心
で
あ
る
。
天
国
に
お
け
る
魂
の
救
済
で

は
な
く
、
地
上
天
国
を
建
設
す
る
社
会
改
革
思
想
を
持
っ
て
い
る
。
方
定

煥
は
、
そ
う
し
た
思
想
を
行
動
原
理
と
し
、
昔
話
や
童
話
の
力
を
も
っ
て
、

抑
圧
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
精
神
を
解
放
さ
せ
、
民
族
の
独
立
を
求
め
た
。

ま
た
、
民
主
化
宣
言
後
の
現
代
韓
国
で
『
白
頭
山
物
語
』
を
描
き
、
現
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代
韓
国
絵
本
を
拓
い
た
柳
在
守
は
、
絵
本
作
家
で
あ
る
以
前
に
、
共
同
育

児
運
動
（
託
児
所
・
保
育
所
運
動
）
や
南
北
の
子
ど
も
た
ち
を
主
人
公
と

す
る
平
和
・
統
一
運
動
に
力
を
注
い
で
き
た
草
の
根
活
動
家
で
あ
る
。

一
九
八
七
年
に
民
主
化
宣
言
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
、
軍
事
独
裁
政
権
下
の

韓
国
で
は
、
民
主
化
抗
争
、
労
働
争
議
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ

う
な
社
会
背
景
か
ら
生
ま
れ
た
絵
本
作
家
で
あ
る
柳
在
守
も
、
方
定
煥
と

同
じ
よ
う
に
抑
圧
さ
れ
た
人
権
の
解
放
と
分
断
さ
れ
た
国
家
の
統
一
を
目

指
す
活
動
家
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

近
代
以
降
、
韓
国
児
童
文
学
・
児
童
文
化
の
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
に
存
在
し
た
方
定
煥
と
柳
在
守
は
、
と
も
に
人
権
・
民
族
・
平
等
・

平
和
を
求
め
た
社
会
改
革
思
想
の
持
主
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
原
動
力
を
、

童
話
（
昔
話
と
神
話
）
に
求
め
た
と
こ
ろ
に
共
通
点
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

＊ 

本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
（
C
））（
課
題
番
号
：

19K
00535

）「
近
代
朝
鮮
少
年
運
動
と
韓
国
児
童
文
学
成
立
期
の
研
究
」
に
よ

る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注（
1
） 

ペ
ク
・
ヒ
ナ
（
백
희
나
）、
一
九
七
一
年
ソ
ウ
ル
生
ま
れ
。
梨
花
女
子
大

学
卒
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
芸
術
大
学
で
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
専
攻
。

二
〇
〇
五
年
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門
入
選
。

二
〇
二
〇
年
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
・
リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン
記
念
文
学
賞
受
賞
。
邦

訳
出
版
さ
れ
て
い
る
作
品
に
、
二
〇
〇
六
年
『
ふ
わ
ふ
わ
く
も
パ
ン
』（
小

学
館
）、
二
〇
一
六
年
『
天
女
銭
湯
』、
二
〇
一
七
年
『
天
女
か
あ
さ
ん
』、

二
〇
一
八
年
『
あ
め
だ
ま
』、
二
〇
一
九
年
『
ぼ
く
は
犬
や
』、
二
〇
二
〇

年
『
お
月
さ
ん
の
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
』（
す
べ
て
ブ
ロ
ン
ズ
新
社
）
が
あ
る
。 

（
2
） 

ス
ー
ジ
ー
・
リ
ー（
イ
・
ス
ジ
／
이
수
지
）、一
九
七
四
年
ソ
ウ
ル
生
ま
れ
。

ソ
ウ
ル
大
学
卒
。
ロ
ン
ド
ン
芸
術
大
学
キ
ャ
ン
バ
ー
ウ
ェ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
・

オ
ブ
・
ア
ー
ツ
で
ブ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
修
士
学
位（M

A in Book A
rts

）
取

得
。
邦
訳
出
版
さ
れ
て
い
る
作
品
に
、
二
〇
〇
九
年
『
な
み
』、
二
〇
一
〇

年『
か
げ
』（
と
も
に
講
談
社
）、二
〇
一
八
年『
せ
ん
』（
岩
波
書
店
）

（
3
） 

大
竹
聖
美
「
方
定
煥
研
究
〜
誕
生
か
ら
十
歳
ま
で
・
幼
少
期
の
生
家
と

時
代
背
景
：
評
伝
『
小
波
・
方
定
煥
の
生
涯
―
―
愛
の
贈
り
物
』
を
読

む
〜
」
東
京
純
心
女
子
大
学
『
紀
要
』
第
18
号
、
二
〇
一
四
年
三
月

（
4
） 

大
竹
聖
美
「
韓
国
児
童
文
学
成
立
期
の
探
究
と
一
九
二
一
年
前
後
の
方

定
煥
の
足
跡
：
伝
記
的
考
察
と
史
跡
踏
査
を
中
心
に
」
東
京
純
心
大
学

『
紀
要　
現
代
文
化
学
部
』
第
25
号
、
二
〇
二
一
年
三
月

（
5
） 

大
竹
聖
美
「
方
定
煥
と
天
道
教
―
―
孫
秉
熙
の
三
女
と
の
結
婚
ま
で
〜

評
伝
『
小
波
・
方
定
煥
の
生
涯
―
―
愛
の
贈
り
物
』
を
読
む
〜
」
東
京

純
心
女
子
大
学
『
紀
要
』
第
19
号
、
二
〇
一
五
年
三
月

（
6
） 

大
竹
聖
美
「
新
文
化
運
動
と
方
定
煥
：
李
相
琴
『
小
波
・
方
定
煥
の
生

涯
：
愛
の
贈
り
物
』
に
見
る
天
道
教
青
年
会
発
足
と
『
開
闢
』
創
刊
」
東

京
純
心
大
学
『
紀
要　
現
代
文
化
学
部
』
第
21
号
、
二
〇
一
七
年
三
月

（
7
） 

大
竹
聖
美
「
方
定
煥
の
東
京
留
学
：
李
相
琴
『
小
波
・
方
定
煥
の
生

涯
：
愛
の
贈
り
物
』
を
読
む
」
東
京
純
心
大
学
『
紀
要　
現
代
文
化
学

部
』
第
22
号
、
二
〇
一
八
年
二
月

（
8
） 

大
竹
聖
美
『
植
民
地
朝
鮮
と
児
童
文
化
』
社
会
評
論
社
、二
〇
〇
八
年
、

pp.127
〜129
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（
9
） 

刊
行
は
、
京
城
（
ソ
ウ
ル
）
：
開
闢
社
、
一
九
二
二
年
七
月
七
日
。

（
10
） 
韓
国
児
童
文
学
史
上
記
念
碑
的
に
語
ら
れ
る
最
初
期
の
童
話
集
。

一
九
二
〇
年
代
に
10
版
以
上
の
版
を
重
ね
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
。
全
文
ハ

ン
グ
ル
で
書
か
れ
た
世
界
名
作
童
話
の
翻
案
集
で
あ
っ
た
。
童
話
の
概

念
を
朝
鮮
社
会
に
移
植
し
た
意
味
は
大
き
い
。

（
11
） 

方
定
煥
が
底
本
と
し
た
の
は
、
巌
谷
小
波
編
『
世
界
お
伽
噺
第
九
十
七

編　
伊
太
利
の
部　
魔
王
ア
ゝ
』
博
文
館
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）

年
九
月
初
版
と
推
測
す
る
。
本
書
の
冒
頭
に
あ
る
解
題
に
は
、「
ラ
ウ

ラ
・
コ
ン
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
女
史
の
集
め
た
、
シ
ゝ
リ
ヤ
お
伽
噺
集
の
中

に
、『
ア
ゝ
』
と
云
ふ
題
で
あ
る
の
が
、
こ
の
話
の
原
文
で
す
。
シ
ゝ

リ
ヤ
と
云
え
ば
地
中
海
の
一
島
で
伊
太
利
に
属
し
た
所
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
こ
れ
を
伊
太
利
の
部
に
入
れ
ま
す
。」
と
あ
る
。

（
12
）
大
竹
聖
美
『
植
民
地
朝
鮮
と
児
童
文
化
』
社
会
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
、

pp.129

〜130

（
13
） 

大
竹
聖
美
「
韓
国
近
代
児
童
文
学
創
成
期
に
お
け
る
愛
：
方
定
煥
の
児

童
文
学
に
お
け
る
愛
」
東
京
純
心
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
『
カ
ト
リ
コ
ス
』
二
〇
一
七
年
一
月

（
14
） 

大
竹
聖
美
「
近
代
朝
鮮
に
お
け
る
〈
童
話
〉
の
形
成
過
程
：
方
定
煥
が

翻
案
し
た
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
「
ソ
ウ
ル
ね
ず
み
と
田
舎
ね
ず
み
」
と
創
作

童
話
「
田
舎
ね
ず
み
の
ソ
ウ
ル
見
物
」
の
考
察
」
東
京
純
心
大
学
『
紀

要　
現
代
文
化
学
部
』
二
〇
二
〇
年
三
月

（
15
） 

リ
ュ
ウ・チ
ェ
ス
ウ（
柳
在
守
／
류
재
수
）。一
九
五
四
年
〜
。
絵
本
作
家
。

（
16
） 

リ
ュ
ウ
・
チ
ェ
ス
ウ
作
・
絵
、
イ
・
サ
ン
ク
ム
、
ま
つ
い
た
だ
し
共
訳

『
山
に
な
っ
た
巨
人　
白
頭
山
も
の
が
た
り
』
福
音
館
書
店
、
一
九
九
〇
年

（
17
） 

キ
ム
・
ヨ
ン
オ
ク
（
金
容
沃
／
김
용
옥
）。
一
九
四
八
年
〜
。
一
九
七
四

年
に
国
立
台
湾
大
学
で
修
士
学
位
取
得
。
一
九
七
七
年
に
東
京
大
学
で
修

士
学
位
（
中
国
哲
学
）
取
得
、
一
九
八
二
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
博
士

学
位
取
得
。
高
麗
大
学
哲
学
科
教
授
の
他
、
多
く
の
大
学
で
教
授
等
を
歴

任
。
T
V
番
組
で
の
一
般
市
民
に
向
け
た
白
熱
の
講
義
で
知
ら
れ
る
。

（
18
） 

二
〇
〇
〇
年
代
に
な
っ
て
、
児
童
書
専
門
出
版
社
（
ポ
リ
ム
出
版
社
）

に
版
権
が
移
さ
れ
て
い
る
。

（
19
） 

日
本
は
一
八
九
九
年
加
盟
。

参
考
文
献

韓
国
語
文
献

이
상
금
『
소
파 

방
정
환
의 

생
애
―
사
랑
의 

선
물
』Seoul:

한
림
출
판
사
、

二
〇
〇
五
年

이
재
철
『
한
국
현
대
아
동
문
학
사
』Seoul:

일
지
사
、
一
九
七
八
年

이
재
철
「
아
동
잡
지
．〈
어
린
이
〉
연
구
」、『
한
국
아
동
문
학
연
구
』Seoul:

계
몽
사
、
一
九
八
三
年

日
本
語
文
献

李
姃
炫
『
方
定
煥
の
児
童
文
学
に
お
け
る
翻
訳
童
話
を
め
ぐ
っ
て
―
「
オ
リ

ニ
」
誌
と
「
サ
ラ
ン
エ
ソ
ン
ム
ル
（
愛
の
贈
り
物
）」
を
中
心
に
』
大
阪
大

学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
科
修
士
論
文
、
二
〇
〇
四
年

大
竹
聖
美
『
植
民
地
朝
鮮
と
児
童
文
化
』
社
会
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年

リ
ュ
ウ
・
チ
ェ
ス
ウ
作
・
絵
、
イ
・
サ
ン
ク
ム
／
ま
つ
い
た
だ
し
共
訳
『
山

に
な
っ
た
巨
人　
白
頭
山
も
の
が
た
り
』
福
音
館
書
店

 

（
お
お
た
け
・
き
よ
み
／
東
京
純
心
大
学
）


